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原
の
戦
い
が
お
わ
り
池
田
輝
政
が
姫
路
へ
大
名
に
な
っ
て
来
て
か
ら 、

八
代
も
新
し

い
時
代
に
な
り
ま
す 。
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戸
時
代
で
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こ
の
こ
ろ
か
ら
八
代
は 、

南
八
代
村
と
北
八
代
村
の

北
八
代
村
は
十
軒
余
り
で
大
き
さ
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
が 、

庄
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ

つ
に
分
か
れ
て
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ま
し
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南
八
代
村
の
家
数
は

百
軒
余
り 、

て
村
を
お
さ
め
ま
し
た 。
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南
八
代
村、
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八
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村
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こ
と
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別
々
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書
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す 。
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南
八
代
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西
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代
町
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丁
目

八
代
御
茶
屋
町

八
代
東
光
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南
半
分
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ま
た
が
っ
て
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ま
し
た 。

村
の
中
は

江
戸
時
代
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初
め
は 、

中
八
代
と
南

八
代
の
小
集
落
が

つ
あ
り

こ
れ
を
合
わ
せ

て
八
代
村
と
言
っ
て
い
ま
し
た 。

中
期
に
な
る

か
い

ら

ひ
ろ
は
ら

と
南
垣
内 、

東
垣
内 、

贋
原
垣
内
の
名
が
出
て

き
ま
す 。

村
吉
岡

江
戸
初
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に
は
五
八
五
石
六
斗一
升 、
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期
に
は
七
四一
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八
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五
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村
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で
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っ
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ま
し
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記
録
で
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九
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村
山
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橋
守
り 、

八
代
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移
り
変
わ
り

江
戸
時
代
の
初
め
に
北
八
代
村 、
八
代

村 、

中
八
代 、
南
八
代
の
四
つ
が
絵
図
に

出
て
い
る 。
中
八
代
と
前
八
代
に
は
村
と

書
い
て
な
い 。
こ
の
二
つ
は
八
代
村
の
う

ち
の
小
集
落 、
八
代
村
は 、
の
ち
南
八
代

村
と
南
が
つ
く 。

中
期
に
な
る
と
南
垣
内 、
東
垣
内 、
成

原
垣
内 、

庵
之
垣
内
と
垣
内
の
名
が
見
え

？匂 。
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明
治 、
大
正
時
代
の
地
凶
（
↓
凶
p）

に
は
御
茶
屋
垣
内 、
東
光
寺
垣
内 、

普
養

は
さ
こ

寺
垣
内 、
地
蔵
垣
内 、
南
垣
内 、
狭
河
の

小
集
落
が
見
え
る
が 、
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま

と
め
に
し
た
の
が
南
八
代
村 。
南
八
代
村

と
は一
つ
の
集
落
の
よ
う
に
思
え
る
が 、

散
在
す
る
小
集
落
を一
ま
と
め
に
し
た
も

の 。明
治
十
四 、
五
年
の
頃 、
こ
の
南
八
代

村
と
北
八
代
村
が
合
併
し
て
八
代
村
の
名

に
も
ど
っ
た
が 、
そ
の
と
き
の
こ
と
は
川

P
で
見
ょ
う 。





御茶屋のおもかげ

（姫陽！？必鑑より）

し
た
か
ら

こ
れ
で
当
時
の
様
子
を
想
像
し
て
み

ま
し
ょ
う 。

こ
の
図
か
ら
わ
か
る
こ
と
は

ま
わ
り
を
土
塀

で
か
こ
み
三
方
に
門 、

中
に
御
殿
を
は
じ
め
長
屋 、

つ

き

や

ま

赤
鹿
神
社
が
あ
り
ま
す 。

庭
に
池
や
築
山
が
つ
く

し

し

い

わ

ら
れ 、

獅
子
巌
と
い
う
獅
子
の
形
を
し
た
岩
も
あ

っ
た
と
い
い
ま
す 。

御
花
畑
が
あ
り

四
季
折
々

の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う 。

東
に
馬

場
も
あ
り
ま
し
た 。

江戸時代南八代村

範
囲
は、

西
は
今
の
八
代
東
光
寺
町
と
の
境
の

道
ま
で

北
は
八
代
富
士
才
町
と
の
境
の
道
の
や

や
南、

南
は
八
代
本
町
二
丁
目
と
の
境
の
道
ま
で

東
は
船
場
川
ま
で
だ
っ
た
よ
う
で
す 。

広
々
と
し
た
田
の
中
に 、

東
光
寺
と
御
茶
屋
の
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’

長
く
つ
づ
い
た
白
い
土
塀
を
見
た
と
き

人
び
と

は
殿
さ
ん
の
偉
大
き
に
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ
う 。

御
茶
屋
の
利
用

後 こ
の

代 御
々 茶
の 屋
城 は
主 池
も 田
憩：輝
い 政
の か
場 ら

に
使
用
し
ま
し
た
が

江
戸
の
中
ご
ろ
酒
井
家
が

姫
路
城
主
に
な
っ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す 。

そ
の
間
約
百
五
十
年 、

各
城
主
が
ど
の
よ
う

に
使
用
し
た
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん 。

し
か

し、

わ
ず
か
次
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す 。

さ
か

き
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ら
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だ
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榊
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飼
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年
月
不
明

匹
の
軍
馬
を 、

桐
の
馬
場
や
八
代
御
茶
屋
の
馬
場

姫
路
藩
主
の
移
り
変
わ
り

ヴ，勺t

姫
路
城
主
は
江
戸
時
代
に
十
回
交
代
し
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江戸時代

江戸時代年表

年 〈南八代村のできごと〉

1600年代

03 （慶長8）池出輝政が東光寺を移転、 再建。

移転跡に御茶屋を建てる。

11 （慶長16) この頃の絵図に八代村 ・ 中八代 ・ 南八代

〈北八代村のできごと〉

（家康江戸に幕府を聞く）

の名が見える。

46 （正保3）村両5 85 石61

49 （慶安2) ～65 （寛文5）この間に城主榊原忠次が

八代八景を詠む。

62 （寛文5）善養寺ができる。

80 （延宝8）松平直矩が大歳社に石鳥居を寄進。

89 （元禄2）鉦を作る。

95 （元禄8）大歳社を芝崎山へ選座。

1700年代

05 （宝永2)

15 （正徳5 ）六地蔵を来光寺山の墓地に建てる。

庄屋重郎兵衛

42 （寛保2) 

46 （延享3）御茶屋の長屋 、 暴風雨で倒れる。

47 （延享4）庄屋八左ti，削「

49 （寛延2）高733石5 45 南垣内 、 東垣内 、 広原垣内

の名がみえる（村翁夜話集）

51 （寛延4) 2八代御茶屋が直養町へ移る。

5 2  （宝暦2) 4・ 3男山の焔硝蔵爆発。

62 （宝暦12）御用水車はじめて｜司る。 庄屋伊七郎

79 （安永8) 7太鼓を新調。
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北八代村の名が初めてこの絵｜ヌ｜に見える。

村高128石365

高15 6石206 凹畑SIIIT9反19歩半

男29 女29 庄屋五郎右衛門

大歳社を芝崎山へ遷座

高15 6石206 男34 女30

庄屋甚右衛門

高15 9石451
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